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長標点距離での伸び率すなわち いわゆる Overa1 S train との関係について非線形力学に基づく理





















工学的条件として COD 仮説が適用できることを示し その適用範囲を明らかにしている。次に切欠
をもっ構造用鋼の全面降伏後の変形挙動を，巨視的な負荷ひずみに注目して明らかにするため，非線
形力学を基礎とした理論的考察を行い，あわせて実験的検討を加え，全面降伏後のき裂開口変位と切
欠をはさむ無限長標点距離での伸び率 すなわち いわゆる Overall Strain との関係におよぼす
切欠形状，板寸法，材料定数の影響を明らかにし，全面降伏状態において不安定破壊を生じる場合の破
断延性を求める近似式を提案している。さらにこれらの結果を溶接継手に拡張し 溶接継手特有の因
子，すなわち溶接残留応力，溶接熱ひずみ履歴による材質劣化，機械的性質の不均質の影響を論考し
ている。
以上の成果は構造用鋼溶接継手の設計に有用な知見を与えるものであり，溶接工学上寄与するとこ
ろが大きし )0 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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